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ニュースリリース 

平成 28年 2月 24日 

株式会社リコー 

オムロン株式会社 

SMBCベンチャーキャピタル株式会社 

株式会社産業革新機構 

株式会社三井住友銀行 

 

リコー、オムロン、SMBC ベンチャーキャピタルが 

産業革新機構・三井住友銀行の出資を受け、事業会社の垣根を越えた 

オープンイノベーション型ベンチャーファンドを設立 

 

株式会社リコー（代表取締役社長：三浦 善司、以下「リコー」）とオムロン株式会社（代表取締

役社長 CEO：山田 義仁、以下「オムロン」）、SMBC ベンチャーキャピタル株式会社（代表取締役

社長：石橋 達史、以下「SMBCVC」）は、株式会社産業革新機構（代表取締役社長：勝又 幹

英、以下「INCJ」）、株式会社三井住友銀行（頭取：國部 毅、以下「SMBC」）からの LP 出資*

を受け、テクノロジー系ベンチャーファンド「テックアクセル１号投資事業有限責任組合（以下「テックアク

セルファンド」）を設立いたします。本ファンドは、技術シーズの事業化における高いハードルを越える為に

ベンチャー企業と事業会社が連携することで、グローバル市場で競争力のある有望なテクノロジー系ベン

チャー企業（以下「テックベンチャー企業」）を創出し、日本産業界の発展に寄与することを目的として

います。INCJはテックアクセルファンドに対し、35億円を上限とする戦略的 LP投資を行うことを決定して

おります。*LP出資...有限責任組合(LP)による出資 

 

１．ファンド設立の背景 

政府の成長戦略の一つとして「産業の新陳代謝の促進」が掲げられる中、大企業を呼び込み企業や

研究機関に眠る資源を最大限に活用したベンチャーを育成する仕組みが求められています。しかしながら、

日本の大企業がシード・アーリーステージのテックベンチャー企業と連携するには、ベンチャーの保有する技

術や自社戦略との事業シナジーを見極めにくく、リスクも高いため、具体的な案件に結びついてないのが

実態です。また独立系のベンチャーキャピタルにとってもインターネットサービス分野等とは異なり、テックベン

チャー企業への投資は目利きが難しく、製品開発までに多様な技術と時間を必要とするため、投資は限

定的です。これらの側面もあり、日本ではテックベンチャー企業が不足しています。一方、大企業もテックベ

ンチャー企業を支援できるリソース（人材、技術、設備、生産ノウハウ、顧客接点 等）は保有していま

すが、自前主義から脱却できず、また本社主導のコーポレートベンチャーキャピタルでは自社との事業シナ

ジーに主眼が置かれるため、魅力的な技術を保有するシード・アーリーステージのテックベンチャー企業との

連携が限定的に成らざるを得ないという問題点がありました。 

 

これまでベンチャー企業との連携により新規事業創出に取り組んでいたリコーとオムロンは、前述の問題

意識を踏まえ、テックベンチャー企業に対して個社単体では成し得ない複数の事業会社のリソースをワンス

トップで提供できる技術事業化プラットフォームの創出を目指し、ベンチャー企業支援で実績のある

SMBCVC と共に SMBC と INCJ の出資を受けて「テックアクセルファンド」を設立するに至りました。 

 

 



2 

 

 

２．ファンドの運営 

テックアクセルファンドの運営は、リコー、オムロン、SMBCVC の 3 社で新たに設立した「合同会社テック

アクセルベンチャーズ」が行います。リコー、オムロンは、単なる“目利き力“に留まらず両社の新規事業開

発部門が主体となり、研究/開発部門、生産部門が連携する事業会社の垣根を越えた取組みにより、

技術シーズの事業化に向けたオープンイノベーション型支援を行っていきます。また、今後も本取り組みに

賛同する事業会社を出資者としてさらに募り、支援の質・幅を拡げることで、ベンチャー企業の支援強化

を図っていく予定です。加えて、SMBC の金融ソリューションノウハウやネットワークの活用支援、INCJ の

産学官のネットワーク活用を通じた活動支援など出資者との連携によりテックベンチャー企業を多面的に

サポートしてまいります。 

 

 

３．ファンドの概要 

（１）名 称 ： 「テックアクセル１号投資事業有限責任組合」 

（２）設立日 ： 平成 28年 3月 1日 （予定） 

（３）規 模 ： 50億円（1stクローズ）今後追加募集予定 

（４）運営会社 ： 「合同会社テックアクセルベンチャーズ」（無限責任組合員:GP） 

（５）出資者 ： INCJ、SMBC （有限責任組合:LP） 

（６）投資対象  ： 産業構造の変革につながるイノベーション領域。主として IoT・ビッグデータ、 

   エレクトロニクス、情報通信等、関連分野で「テクロノジー」をベースとした 

  ベンチャー企業 

 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

株式会社リコー    広報室 担当：橋本 TEL:03-6278-5228 

オムロン株式会社   コーポレートコミュニケーション部 担当：千代 TEL:075-344-7175 

SMBCベンチャーキャピタル株式会社 経営企画部 担当：島田 TEL:03-6231-1622 

株式会社産業革新機構 企画調整室 担当：大森 TEL:03-5218-7200（大代表） 
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株式会社三井住友銀行   広報部 TEL:03-4333-3730 

 

【参考資料】 

株式会社産業革新機構（INCJ）について 

INCJ は、2009 年 7 月にオープンイノベーションの推進を通じた次世代産業の育成を目指して、法律

に基づき設立された会社です。総額約 2兆円の投資能力を有しており、革新性を有する事業に対し出資

等を行うことで産業革新を支援することをミッションとしています。 INCJ は、投資・技術・経営等で多様な

経験をもつ民間人材によって運営されており、法令に基づき、当社内に設置している産業革新委員会に

て、政府の定める支援基準に従って投資の可否の判断を行い、日本の産業革新に資する投資を実施い

たします。 


